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令和 6（2024）年度 第 3 回 水工学委員会および幹事会 議事録 

 
日 時：令和 7 年 2 月 28 日（金）10:00～11:30 

場 所：オンライン (Zoom) 
出席者（出席者は□囲みで表示） 

中川 一(顧問), 寶 馨(顧問), 道奥康治(顧問), 中北英一(顧問), 清水康行(顧問), 清水義彦(顧問),  

泉 典洋, 佐山敬洋, 小田僚子, 矢野真一郎, 溝口敦子, 高橋正行, 椿 涼太, 風間 聡, 入江政安,  

竹林洋史, 大石 哲, 手計太一, 森脇 亮, 中山恵介, 田端幸輔, 音田慎一郎, 川村里実, 山田朋人,  

岩崎理樹, 梅田 信, 川越清樹, 二瓶泰雄, 鼎 信次郎, 田中規夫, 宮本仁志, 芳村 圭, 平林由希子,  

小澤盛生, 瀬﨑智之, 柿沼太貴, 佐藤隆宏, 陰山健太郎, 荒木千博, 渡邊武志, 中村要介, 岡村誠司,  

戸田祐嗣, 谷口健司, 武田 誠, 市川 温, 川池健司, 小林健一郎, 田中賢治, 山上路生, 山口弘誠,  

赤松良久, 内田龍彦, 高橋直己, 杉原裕司, 重枝未玲 

                                           (36/50 名) 

大槻順朗(オブザーバ), 五十里 洋行(オブザーバ), 深見 和彦(オブザーバ), 呉 修一(オブザーバ)， 

杉野詞音 (土木学会事務局) 

記録者：佐山敬洋                                 (以上，敬称略) 

 
0. 泉委員長挨拶 

・議事に先立ち、泉委員長より挨拶があった。 

 

≪協議事項≫ 

1．R6 年度水工学講演会各賞受賞について（編集幹事長）   協議資料 1 ※一部画面表示 
・各賞の受賞者が決定された。委員会 HP にて後日公表。 

・アウトスタンディングディスカッション賞通算３回受賞者（殿堂入り）リストを水工学委員会 HP 上で公

表する。 

2. 土木学会論文英文ジャーナルについて（編集幹事長）      協議資料 2 

  ・アンケートに対して案３（英文誌と特集号を切り分ける）で回答したことが編集幹事長より報告された。 

 ・英文誌と特集号を切り分けた場合でも、Journal of JSCE とは異なる ISSN をもつ「Journal of JSCE, Special Issue 

(仮)」（J-STAGE 上）に掲載できるよう（土論全体）編集委員会幹事会が検討を進めている。 

2．R7 年度水工学講演会について（郡山, 梅田委員・川越委員）     協議資料 3 
 ・R7 年度年水工学講演会の準備状況について説明があった。 

3．R8 年度水工学講演会について         協議資料 4 
 ・R8 年度水工学講演会の開催は西部地区に決定した。 

 ・矢野委員より３つの会場候補が示され、アクセスの良さや会場費用などの観点から案３（北九州国際会議

場）を中心に検討を進めることが決定した。 

 ・日程は 2026 年 11 月 30 日～12 月 2 日を第一候補として調整を進める。 

4．その他 

  ・特に無し。 



2 
 

 

≪報告事項≫ 
1．土木学会 ISO 対応特別委員会報告（深見先生）          資料１ 

 ・資料に基づいて水文観測分野（ISO/TC113）の活動状況に関する報告があった。 
- 2024 年 4 月にインドにて TC113 の総会が開催された。 
- SC8(地下水)の活動が活発化しており、保全や管理も含め観測の枠を超えた積極的な提案がされた。 

・水工学委員会関係者の積極的な参加を求める。 
2．R7 年度水シンポについて（R7.10/24, 25, 山梨、大槻先生）         資料 2 

 ・R7 年 10 月 24 日、25 日に甲府市で開催する。 

 ・メインテーマは、「山梨・暴れ川富士川の治水・利水・環境：古の知恵と現代の技術の融合～過去は未来

のみちしるべ～」を予定している。 

3．その他 
  ・今年度の水工学委員会の予算執行状況について幹事長から報告があった。まだ予算に余裕があるため、

部会や小委員会の活動に積極的に活用していただきたい。 

 ・手計委員より、水理公式集例題集の講習会が 6 月 11 日、12 日に土木学会講堂で開催されることが報

告された。 

 

以上 


